
5章：微分法 1：微分係数と導関数，接線の方程式

平均変化率と微分係数

223 c < d のとき，xが cから dまで変わるときの関数 f(x) の平均変化

率を
f(d)− f(c)

d− c

で定義する。このとき，f(x) = x3 − x2 について，次の設問に答えよ。

(1) xが 1から 3まで変わるときの f(x) の平均変化率を求めよ。

(2) x = 1 における f(x) の微分係数を求めよ。

(3) xが aから a+ 2まで変わるときの f(x) の平均変化率が，x = a におけ

る f(x) の微分係数より大きくなるような aの値の範囲を求めよ。

（岡山理科大）

平均変化率と微分係数

223 平均変化率と微分係数の定義を確認しておきましょう。

関数 y = f(x)において，xが aから bまで変わるとき
f(b) − f(a)

b − a

を xが aから bまで変わるときの f(x)の平均変化率といいます。また

lim
b→a

f(b) − f(a)

b − a

(
h = b− a とおくと lim

h→0

f(a + h) − f(a)

h

)
が存在するとき，これを f ′(a)とかき，x = aにおける f(x)の微分係数といいます。
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平均変化率と微分係数
223 (1) f(x) = x3 − x2 より，求める平均変化率は

f(3)− f(1)

3− 1
=

(27− 9)− (1− 1)

2
= 9

(2) f(x) = x3 − x2 より

lim
h→0

f(1 + h)− f(1)

h
= lim

h→0

(1 + h)3 − (1 + h)2

h
= lim

h→0

h+ 2h2 + h3

h

= lim
h→0

(1 + 2h+ h2) = 1

(3) xが aから a+ 2まで変化するときの平均変化率は

f(a+ 2)− f(a)

(a+ 2)− a
=

{(a+ 2)3 − (a+ 2)2} − (a3 − a2)

2
= 6a2 + 8a+ 4

2

= 3a2 + 4a+ 2

x = aにおける f(x)の微分係数は

lim
h→0

f(a+ h)− f(a)

h
= lim

h→0

{(a+ h)3 − (a+ h)2} − (a3 − a2)

h

= lim
h→0

h3 + (3a− 1)h2 + (3a2 − 2a)h

h

= lim
h→0

{h2 + (3a− 1)h+ 3a2 − 2a}

= 3a2 − 2a

よって，xが aから a+ 2まで変わるときの f(x) の平均変化率が，x = a における

f(x) の微分係数より大きくなるような aの値の範囲は

3a2 + 4a+ 2 > 3a2 − 2a ∴ a > − 1
3


